
問合せ　秘書広報課 多文化共生・交流係
　（☎ 27-8240）多文化共生ひろば

　このコーナーでは、宇佐市の外国人住民や支援者、市の取り組みなどについてご紹介しま
す。みんなが暮らしやすい多文化共生社会を作るためにまずは知ることから始めませんか。
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お便りをくれた方

　私が日本に来て 10 年、宇佐市に来て６年になりました。
　県外の日本語学校やＩＴ専門学校に通ったあと、宇佐市の会社で働くことにな
りました。会社では、生産管理の仕事をしています。会社の人は優しく、外国人
もたくさん働いているので、仕事を大変だと思ったことはありません。
　休みの日は、必ず家族と山や滝、海などの自然を見に行って過ごしています。
気候がよく、ネパールと同じで自然が多い宇佐市を気に入っています。運転が好
きなので、宇佐市の周りでいつも遊んでいます。東椎屋の滝が好きでよく行きます。
　今一番の楽しみは、６年ぶりに故郷のネパールに帰国し
て、妹の結婚式に参加することです。初めて両親に自分の
子どもの顔を見せることができるので、とても楽しみにし
ています。

名前  　　　　　　　　  さん　国籍  ネパール
職場  九州オーテック㈱

夏におすすめ！給食センター

自慢の手作りメニュー

　給食で人気のチキンレモンソテーは
さわやかな風味で、食欲の落ちてくる
夏にピッタリな料理です。下味をつけ
るときに米粉も一緒に混ぜ込むことで、
外の皮はパリッと、中の身はふんわり
柔らかく焼き上がります。少し焦げ目
をつけると、おいしく仕上がります。

【１】鶏もも肉にＡで下味をつけておく。
【２】鍋にＢを入れ、沸騰したら火を弱め、レモン果汁を
加えてレモンソースを作る。

【３】天板にクッキングシートを敷き、１を並べ、240℃
に熱したオーブンで肉に火が通るまで 15 〜 20 分焼く。
※フライパンやグリル、オーブントースターでも作れます。

【４】３をお皿に盛り、２をかける。

☆市ホームページでは、さらに詳しい作り方や他の人気レ
シピを紹介しています。

・鶏もも肉　４枚
   （１枚 60 ｇ）
・レモン果汁　大さじ１
Ａ
・塩　少々
・コショウ　少々
・酒　大さじ１
・米粉　大さじ１

Ｂ
・砂糖　大さじ２
・薄口しょうゆ　大さじ２
・水　大さじ３

材料（４人分）

チキンレモンソテー

問合せ / 健康課 健康増進係（☎ 27-8137）
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https://www.city.usa.oita.jp/sougo/soshiki/18/gakkokyushoku/1/1_2/3248.html


市長コラム

　このコーナーでは、戦後 75年以上経って体験者の声が薄れゆく中、戦争の実像を伝えるためにこれま
で収集した資料や今に残る戦争遺構にまつわる「記憶」を紹介していきます。

■ 戦争関連資料を収集しています。提供していただける方は社会教育課 文化財係（☎ 27-8199）
にご連絡ください。資料は平和の尊さを学ぶために活用いたします。

問合せ　社会教育課 平和ミュージアム建設準備室（☎ 27-8200）
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畑田空襲を免れた観音図73

　昭和 20 年８月８日、宇佐基地と南側に隣接する畑
田地区の民地一帯が米軍機の空襲を受け、畑田空襲
と呼ばれています。この絵は空襲の際に全壊した民
家のガレキの中から見つかった観音図で、血痕も残っ
ています。この日、約 88 トンの爆弾が投下され、宇
佐基地で４人が亡くなり、畑田地区では 70 棟の家屋
が焼失し、住民６人が亡くなりました。
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『古代史疑』松本清張著
中公文庫




